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優
れ
た
研
究
者
は
優
れ
た
批
評
家
た
り
得
る
。
今
回
、
こ
の
書
評
で
推

薦
す
る
三
宅
芳
夫
著
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で

―
戦
後
思
想

の
胎
動
と
形
成1930-1960

』(

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月)

は
、

優
れ
た
研
究
書
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
優
れ
た
批
評
と
し
て
読
み

得
る
稀
有
な
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
（Écriture

）
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
日
本
／

フ
ラ
ン
ス
の
戦
後
思
想
の
み
な
ら
ず
、
文
学
や
政
治
と
い
っ
た
広
範
な
学

問
分
野
を
自
由
に
横
断
す
る
知
の
在
り
方
は
、
刺
激
的
な
批
評
的
実
践
と

な
っ
て
い
る
。

本
書
は
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
八
日
付
朝
刊
に
お
い
て
、

書
評
委
員
の
宇
野
重
規
氏
に
よ
っ
て
「
今
年
の

点
」
に
選
ば
れ
、
「
丸

3

山
眞
男
、
竹
内
好
、
武
田
泰
淳
、
三
木
清
、
あ
る
い
は
サ
ル
ト
ル
に
つ
い

て
、評
者
は
こ
の
著
者
の
論
文
か
ら
つ
ね
に
刺
激
を
受
け
て
考
え
て
き
た
。

そ
れ
ら
を
一
つ
の
展
望
の
下
に
読
め
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
評
さ
れ
る
な

ど
、
極
め
て
評
価
が
高
い
。

著
者
の
三
宅
芳
夫
氏
は
現
在
、
千
葉
大
学
人
文
公
共
学
府
教
授
と
し
て

教
鞭
を
執
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
評
者
（
大
場
）
が
三
宅
氏
の
著
作
を
最

◎
書
評

三
宅
芳
夫
著
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
冷

戦
の
は
ざ
ま
で

―
戦
後
思
想
の

胎
動
と
形
成1930-1960

』大
場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

初
に
拝
読
し
た
の
は
、
評
者
の
高
校
時
代
に
遡
る
。
当
時
、
評
者
は
安
部

公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）

や
大
江
健
三
郎
（
一
九
三
五
年
―
）
、
ジ
ャ

ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
（Jean-Paul

Sartre,
1905-1980

）

と
い
っ
た
実
存

主
義
（Existentialism

e

）
の
文
学
／
哲
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、

出
会
っ
た
の
が
、
岩
波
書
店
の
「
現
代
社
会
学
選
書
」（
二
〇
〇
〇
年
三
月
―

二
〇
〇
四
年
三
月
）
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
三
宅
氏
の
御
著
書
『
知

識
人
と
社
会

―
＝

サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
政
治
と
実
存
』（
岩
波
書
店
、

J

P.

二
〇
〇
〇
年
五
月
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ

れ
て
き
た
、
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
（A

narchism

）
、
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
（Postm

odern

）
の
関
係
性
が
、
哲
学
／
文
学
／
政
治
を
横
断
す

る
脱
領
域
的
な
視
座
を
と
お
し
て
新
た
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
新

鮮
で
あ
っ
た
。
こ
の
優
れ
て
批
評
的
な
実
践
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
二
〇

〇
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
再
評
価
が
あ
り
得
た
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
評
者
に
現
代
思
想
の
新
た
な
一
断
面
を
教
え
て
く
れ
、
文
学
研
究
の

世
界
へ
と
導
い
て
く
れ
た
の
も
ま
た
、
こ
の
一
冊
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
三
宅
氏
は
、
小
沢
弘
明
・
三
宅
芳
夫
編
『
移
動
と
革
命

―
デ

ィ
ア
ス
ポ
ラ
た
ち
の
「
世
界
史
」
』（
論
創
社
、
二
〇
一
二
年
九
月
）
に
お
い
て
、

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」（N

ational
H

istory

）

を
相
対
化
し
、「
新

自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」（N

eoliberal
G

lobalism

）

や
「
近
代
世
界
シ

ス
テ
ム
」（M

odern
W

orld-System

）

に
「
抵
抗
」
す
る
た
め
の
、「
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」（International

）

な
「
世
界
史
」
の
必
要
性
を
提
起
さ
れ

て
い
た
（
九
―
一
〇
頁
）
。
そ
し
て
、『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で
』

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
も
ま
た
、
帯
の
背
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
「
世

界
史
の
中
で
思
想
を
捉
え
る
」
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
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こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
柄
谷
行
人
（
一
九
四
一
年
―
）
の
『
世
界
史

の
構
造
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
で
あ
る
。
評
者
が
『
フ
ァ
シ
ズ

ム
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で
』
を
手
に
取
っ
た
時
、
そ
の
装
丁
の
ザ
ラ
ザ
ラ
と

し
た
カ
バ
ー
か
ら
、
同
じ
く
『
世
界
史
の
構
造
』
の
単
行
本
の
ザ
ラ
ザ
ラ

と
し
た
質
感
を
思
い
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
柄
谷
は
『
世

界
史
の
構
造
』
に
お
い
て
、「
交
換
様
式
」
の
視
座
か
ら
「
資
本
」（Capital

）
、

「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」（N

ation
）
、「
国
家
」（State

）
の
三
位
一
体
に
基
づ
く
「
近

代
世
界
シ
ス
テ
ム
」
を
越
え
る
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（A

ssociation

）

を
模
索
し
た
。
三
宅
氏
の
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で
』
に
お
い

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

の
可
能
性
を
、
戦
後
思
想
に
お
け
る
「
国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
へ
の
「
抵

抗
」
に
見
い
だ
す
こ
と
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。

序
章
「
二
つ
の
戦
後
思
想

―
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
端
で

―
」
で
示
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
国
際
冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
へ
の
「
抵
抗
」
を
示
す
日
本

と
フ
ラ
ン
ス
の
「
戦
後
思
想
」
を
可
能
た
ら
し
め
た
世
界
史
的
な
コ
ン
テ

ク
ス
ト
（Context

）

で
あ
る
。
冷
戦
期
に
ア
メ
リ
カ
が
「
共
産
主
義
」

（Com
m

unism

）
を
「
封
鎖
」
す
る
た
め
の
「
前
線
基
地
」
と
な
っ
た
の
が

東
ア
ジ
ア
の
韓
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ

の
「
緩
衝
地
帯
」
と
な
っ
た
の
が
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

議
会
制
民
主
主
義
や
共
産
党
の
存
在
も
許
容
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
柄
谷

行
人
『
帝
国
の
構
造

―
中
心
・
周
辺
・
亜
周
辺
』（
青
土
社
、
二
〇
一
四
年

七
月
）
と
関
連
付
け
れ
ば
、「
中
心
」（
米
ソ
）
／
「
周
辺
」（
韓
台
、
西
独
）
／

「
亜
周
辺
」（
日
仏
）
と
い
う
構
図
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
一
貫
し

て
、「
緩
衝
地
帯
」
で
花
開
い
た
「
戦
後
思
想
」
が
、
①
戦
前
の
「
フ
ァ

シ
ズ
ム
」（Fascism

）
へ
の
「
抵
抗
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
②
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
は
距
離
を
取
る
も
の
で
、
③
「
国
際

冷
戦
レ
ジ
ー
ム
」
に
対
抗
す
る
「
中
立
主
義
」
の
立
場
か
ら
「
第
三
世
界
」

の
脱
植
民
地
化
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
本
書
の
内
容
を
概
観
し

た
い
。
第
Ⅰ
部
「
哲
学
の
批
判
性
」
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
三
木
清
（
一
八

九
七
―
一
九
四
五
年
）
や
竹
内
好
（
一
九
一
〇
―
一
九
七
七
年
）
、
武
田
泰
淳
（
一

九
一
二
―
一
九
七
六
年
）
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ

リ
ダ
（Jacques

D
errida,1930-2004

）

で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
新
カ

ン
ト
派
（N

eukantianism
us

）

的
な
認
識
論
が
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
を
基
礎

づ
け
る
言
説
と
し
て
成
立
す
る
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
（W

W
I,1914-1918

）

の
衝
撃
に
よ
っ
て
「
認
識
」
の
「
普
遍
妥
当
性
」
へ
の
信
頼
は
揺
ら
ぎ
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
（M

artin
H

eidegger,
1889-1976

）

ら
に
代
表
さ

れ
る
存
在
論
へ
の
「
転
回
」
が
生
じ
る
。
三
木
清
の
場
合
も
ま
た
、
そ
の

「
転
回
」
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
り
、
新
カ
ン
ト
派
的
「
認
識
」(

光)

＝

「
ロ
ゴ
ス
」（Logos

）

に
は
還
元
不
可
能
な
「
基
礎
経
験
」（
闇
）
＝
「
物

自
体
」（D

ing
an

sich

）
を
提
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
更
に
、
三
木
は

「
認
識
」
の
「
普
遍
妥
当
性
」
を
「
エ
ポ
ケ
ー
」（Epoché

）
す
る
た
め
に

「
ロ
ゴ
ス
」
の
内
容
が
歴
史
を
通
じ
て
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

こ
こ
に
は
カ
ン
ト
的
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」（K

ategorie

）
の
歴
史
化
と
い
う
、

の
ち
の
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（M

ichel
Foucault,

1926-1984

）

ら
の
「
エ

ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
」（Épistém

ologie

）
に
連
な
る
系
譜
学
的
発
想
が
あ
る
と

い
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

eorg
W

ilhelm
Friedrich

H
egel,

1770-1831

）

的
な
「
弁
証
法
」（
「
ロ
ゴ
ス
」
に
よ
る
「
真
理
」
へ
の
到
達
）
に
基
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づ
く
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
の
差
異
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
サ
ル
ト
ル
に
関
し
て
は
、
実
存
主
義
→
構
造
主
義
（Structuralism

e

）

→
ポ
ス
ト
構
造
主
義
（Post-structuralism

e

）
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
を
問
い

直
し
な
が
ら
、
サ
ル
ト
ル
の
他
者
論
や
贈
与
論
が
、
デ
リ
ダ
ら
の
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
と
の
連
続
性
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
サ
ル
ト

ル
の
実
存
主
義
は
構
造
主
義
に
よ
っ
て
「
主
体
」（sujet

）
の
哲
学
と
し
て

批
判
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
が
デ
リ
ダ
を
引
用
し
な
が
ら

示
す
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
「
主
体
」
の
自
明
性
を
問
い
直
す
作
業

が
、
サ
ル
ト
ル
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
内
容
を

簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、「
自
己
」
は
「
他
者
」
と
の
関
係
性
に
お
い
て
出

現
す
る
の
で
あ
り
、
「
自
己
」
／
「
他
者
」
の
双
方
に
「
認
識
」
の
「
対

象
」
と
し
て
は
還
元
不
可
能
な
複
数
性
が
あ
る
。
そ
し
て
「
対
自
存
在
」

（être-pour-soi

）

は
、
「
他
者
」
に
よ
っ
て
「
認
識
」
さ
れ
た
「
対
象
―
自

己
」
で
は
な
い
も
の
と
し
て
新
し
い
「
自
己
」
を
提
示
す
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、「
独
我
論
」
に
陥
る
こ
と
な
く
「
こ

の
私
」
と
い
う
「
単
独
性
」
を
提
示
す
る
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
は
、「
自

己
」
／
「
他
者
」
の
非
対
称
性
を
肯
定
す
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
系
譜
に
あ
る

の
で
あ
り
、
の
ち
に
デ
リ
ダ
に
よ
る
「
現
前
の
形
而
上
学
」
の
脱
構
築
へ

と
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
。

第
二
部
「
文
学
の
可
能
性
」
で
主
に
扱
わ
れ
る
の
は
、
竹
内
好
、
武
田

泰
淳
、
荒
正
人
（
一
九
一
三
―
一
九
七
九
年
）
、
サ
ル
ト
ル
、
花
田
清
輝
（
一
九

〇
九
―
一
九
七
四
年
）
で
あ
る
。
ま
ず
こ
こ
で
吟
味
さ
れ
る
の
は
、
一
九
五

〇
年
代
の
日
本
共
産
党
に
お
け
る
「
対
米
独
立
闘
争
」
や
「
国
民
文
学
論

争
」
に
お
け
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（N

ationalism

）

で
あ
る
。
一
般
的

に
丸
山
眞
男
（
一
九
一
四
―
一
九
九
六
年
）
は
近
代
主
義
的
、
竹
内
好
は
反
近

代
主
義
的
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
両
者
だ
が
、
こ
こ
で
は
両
者
が
共

通
し
て
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（D

em
ocracy

）
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
結

び
つ
け
る
と
い
う
「
近
代
」
的
な
試
み
を
行
っ
て
い
た
点
が
示
さ
れ
、
そ

の
二
項
対
立
は
脱
構
築
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
「
国
民
国
家
」
へ
の

帰
属
を
自
明
視
し
た
丸
山
／
竹
内
の
思
想
を
相
対
化
す
る
た
め
に
、
武
田

泰
淳
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
「
国
民
文
学
論
争
」
に
お
い
て
竹
内
が
ア
ジ

ア
的
な
視
座
か
ら
欧
米
の
帝
国
主
義
に
対
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を

主
張
す
る
中
で
、
泰
淳
は
『
司
馬
遷
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
三
年
四
月
）
で

示
さ
れ
た
「
記
録
」
の
視
座
か
ら
国
民
国
家
の
自
明
性
を
疑
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
る
。

更
に
、
雑
誌
『
近
代
文
学
』（
一
九
四
五
―
一
九
六
四
年
）
に
お
け
る
「
主

体
性
」
論
争
や
「
文
学
者
の
戦
争
責
任
」
論
争
な
ど
を
吟
味
す
る
こ
と
で
、

荒
正
人
を
中
心
と
す
る
『
近
代
文
学
』
同
人
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と

の
緊
張
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
荒
正
人
は
教
条
的
な
「
マ
ル

ク
ス
主
義
」
に
対
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（H

um
anism

）
を
対
置
し
た

批
評
家
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
主

義
の
み
な
ら
ず
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
や
「
人
間
」
と
い
っ
た
「
理
念
」

が
不
可
能
と
な
っ
た
後
の
「
政
治
」
の
可
能
性
を
問
う
た
も
の
と
し
て
、

『
近
代
文
学
』
に
お
け
る
言
説
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
『
近
代
文
学
』
一
九
四
九
年
一
〇
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
花
田
清
輝
の
批
評
「
革
命
と
プ
リ
ズ
ム

―
サ
ル
ト
ル
と
マ
ル

ク
ス
主
義
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
花
田
の
サ
ル
ト
ル
受
容

が
「
物
自
体
」
を
媒
介
に
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
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ち
、
花
田
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
論
に
お
け
る
「
オ
ブ
ジ
ェ
」
論
と
、

サ
ル
ト
ル
『
嘔
吐
』（La

N
ausée,

1938

）
に
お
け
る
「
物
自
体
」
の
発
見
と

が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
花
田
が
も
っ
ぱ
ら
政
治
的

に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
花
田
と
実
存
主
義
や
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
関
係
を
論
じ
た
本
書

は
画
期
的
と
言
う
ほ
か
な
い
。

第
Ⅲ
部
「
政
治
の
構
想
力
」
で
主
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
丸
山
眞
男
と

松
下
圭
一
（
一
九
二
九
―
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
マ
ッ
カ

ー
シ
ズ
ム
（M

cCarthyism

）
を
受
け
、
丸
山
は
政
治
的
「
転
回
」
を
迎
え
、

「
自
由
」
と
「
民
主
主
義
」
を
拘
束
す
る
「
資
本
主
義
」
こ
そ
が
「
フ
ァ

シ
ズ
ム
」
の
可
能
性
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
中

間
集
団
」
が
解
体
す
る
こ
と
で
ア
ト
ム
化
し
た
個
人
が
「
強
制
的
同
質
化
」

（G
leichschaltung

）
さ
れ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
「
現
代
」
の
「
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
に
対
抗
す
る
た
め
、
丸
山
は
「
自
由
」
と
「
社
会
主
義
」
を
交
差
さ

せ
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
、
特
に
大
杉
栄
（
一
八
八
五
―
一
九
二
三
年
）
を
評
価
す
る

よ
う
に
な
る
。
本
書
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
丸
山
の
議
論
を
引
き
受
け
た

政
治
学
者
、
松
下
圭
一
に
よ
る
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
論
が
高
く
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
「
自
由
」
な
「
個
人
」
の
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
を
目
指
す
「
単
独
者
」
た
ち
の
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

■
目
次

序
章
「
二
つ
の
戦
後
思
想

―
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
端
で

―
」

第
Ⅰ
部
「
哲
学
の
批
判
性
」

第
一
章

「
三
木
清
に
お
け
る
「
主
体
性
」
と
「
系
譜
学
」」

第
二
章

「
三
木
清
に
お
け
る
「
系
譜
学
」
と
「
存
在
論
」」

第
三
章

「
留
保
な
き
否
定
性

―
二
つ
の
京
都
学
派
批
判

―
」

第
四
章

「
「
主
体
」
・
「
個
人
」・
「
実
存
」

―
そ
の
差
異
と
関
係
に

つ
い
て

―
」

第
五
章

「
来
る
べ
き
幽
霊
、
或
い
は
デ
リ
ダ
と
サ
ル
ト
ル
」

第
Ⅱ
部
「
文
学
の
可
能
性
」

第
六
章

「
竹
内
好
に
お
け
る
「
近
代
」
と
「
近
代
主
義
」

―
丸
山

眞
男
と
の
比
較
を
中
心
に

―
」

第
七
章

「
「
鉄
の
殻
」
へ
の
問
い

―
武
田
泰
淳
に
お
け
る
「
民
族
」

へ
の
眼
差
し

―
」

第
八
章

「
「
政
治
」
の
不
可
能
性
と
不
可
能
性
の
「
政
治
」

―
荒

正
人
と
『
近
代
文
学
』

―
」

第
九
章

「
外
の
思
考

―
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
と
花
田
清

輝

―
」

第
Ⅲ
部
「
政
治
の
構
想
力
」

第
十
章

「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
「
主
体
」
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
」

第
十
一
章
「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
「
自
由
」
と
「
社
会
主
義
」」

第
十
二
章
「
「
近
代
」
か
ら
「
現
代
」
へ

―
丸
山
眞
男
と
松
下
圭

一

―
」

あ
と
が
き（

二
〇
一
九
年
一
〇
月

東
京
大
学
出
版
会

四
九
六
頁

五
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
台
灣
・
國
立
國
防
大
學
語
文
中
心
専
任
教
師
）
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